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本題に入る前に・・・・
簡単な自己紹介

➢ 2008年12月 近畿日本ツーリスト株式会社 退社

＊2005年～2008年バンコク事務所長

➢ 2011年4月から大学教員 2つの大学を経て

➢ 2022年3月 流通科学大学（神戸市）観光学科教授

定年退職

➢ 2023年8月 えびの市企画課

➢ 2024年4月 株式会社えびの（地域商社）

➢ 2025年1月 観光商工課

観光プロジェクトマネージャー

➢ 2025年11月 防災士資格取得、やさしい日本語講師資格取得

➢ 学位 博士：創造都市（大阪市立大学（現大阪公立大学 ）大
学院、2014年取得）



観光・行政にかかわる資格

◆総合旅行業務取扱管理者（本年8月、５年更新修了）

◆キャリアコンサルタント（国家資格）

◆メンタルへルスマネジメント２級

◆やさしい日本語講師資格（今月取得）

➢ 12月6日（土）市民大学講座「やさしい日本語ツーリズム」
講義の講師

➢ 12月17日（水）第4回地域・市民観光ゼミナール「やさしい
日本語」

◆防災士（11月合格、登録は12月以降）



１．１回・２回のまとめ
（これまでの講義のまとめ）

9/17第1回「観光はなぜ重要なのか」

10/15第2回「オーバーツーリズム」

ホームページを参照してください。



2．観光の現状 2ｰ1．えびの市

えびの市の観光客数2024年（出所：えびの市HP）

統計上 194万8000人（うち県外から118万4000人）



2．観光の現状
2-1．えびの市
①来訪地分析:えびの市への来訪スポットランキング
スマホの位置情報によるえびの市内の来訪スポットでは「えびのパーキングエリ
ア」が多いことがわかる。えびのPA前後の観光の状況を把握する必要がある。
えびの高原はスポットが分散しているため合計すると道の駅に次いでの
観光客数となる。

（出所：おでかけウォッチャー2024年）



2-1．えびの市
②来訪地分析:（比較）宮崎県全域来訪スポットランキング
宮崎県全体の来訪のスポットランキングを見ると駅、商業
施設、道の駅、PA/SAが人数的には多い。

出所：おでかけウォッチャー2024年



2-1.えびの市
③観光客の属性分析・・・各年齢層で男性が多い。



2-2．日本
①日本国内における旅行（観光）消費額の2024年及びこの10年
間の推移
＊日本人国内宿泊旅行は旅行消費全体の59.2％（20.3兆円）を
占める。
＊訪日外国人旅行は全体の23.7％（8.1兆円）を占める。
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2-2．日本
②日本人・外国人の延べ宿泊数の推移と比率
インバウンドは伸びているが宿泊者数は全国で見ると25.2％となっている。
インバウンドの地方部は14.2％でえびののりしろ可能性はある。

日本人・外国人の延べ宿泊数の推移 延べ宿泊者数の日本人・外国人割合
（2024年）



2-2．日本
③日本国内における
日本人国内延べ旅行者数
及び旅行単価

日本人国内延べ旅行者数の伸
びは停滞しているが、旅行単
価が伸びているため、日本人
の旅行消費額は伸びている。

出所：日本政府観光局JNTO、観光庁



2-2. 日本
④国内旅行の動向  2023年度に実施された国内宿泊旅行

のうち、最も割合が高かったのは
「夫婦2人での旅行」で24.9％、次い
で「ひとり旅」が15.9％で続く。

 性・年代別に見ると、18～29歳男性
では「ひとり旅」が最も高く24.9％
を占める。

 同じ年代でも女性では「友人との旅
行」が24.5％とトップである。

 30代～40代では親子旅行の占める割
合が高くなる。

 50代では「夫婦2人での旅行」が高
いが、男性においては「ひとり旅」
も高い。

 また女性は50代以上は「そのほか家
族旅行」の割合も高い傾向がある。

出所：じゃらん宿泊旅行調査2024



2-3．世界の現状（国際観光）①フランス出所：日本政府観光局

＊外国人を受け入れている国の1位はフランスで2023年に1億人を超えた。
2位はスペインで8,520万人、3位は米国で6,650万人となる。
＊2023年の日本は2,510万人で世界で15位、アジアで2位
＊ちなみに2024年は3,687万人

EU参加27か国



2-3. 世界の現状（国際観光）
②なぜ観光客が多いのか 参考：シェンゲン協定
出所：駐日欧州連合代表部EUMAG

出所：駐日欧州連合代表部EUMAG



2-4．インバウンド
①訪日外国人旅行者数の推移

出所：日本政府観光局JNTO、観光庁

コロナ前



2-4．インバウンド
②訪日外国人旅行者の内訳



2-4．インバウンド
③国籍・地域別の訪日外国人旅行消費額（2024年）出所：
JNTO



２-4．インバウンド
④今後行きたい旅行先 東アジア・東南アジア地域
・・・ほとんどの地域で日本が１位

出所：世界 22 市場を対象とした国外旅行・訪日旅行
に関する新たな調査結果 JNTO2024



2-4. 今後行きたい旅行先 欧米豪・インド・中東地
域
⑤豪州や中東では１位、カナダ・メキシコ・イタリア・スペイ
ンは２位



３．観光の重要性

第1回「観光はなぜ重要なのか」の講演資料をご覧く
ださい。

https://www.city.ebino.lg.jp/soshiki/kankoshoko/

1/6766.html

https://www.city.ebino.lg.jp/soshiki/kankoshoko/1/6766.html


4．観光の変化
4-1．観光スタイルの変遷

➢ ツーリズムの変遷

 マスツーリズム
1960年代

 グリーンツーリズム
欧米1963年

 オルタナティブツーリズム
1980年代（マスツーリズ
ム批判）

 エコツーリズム世界的
1980年代

 サスティナブルツーリズム
1990年代

 日本のグリーンツーリズム
1990年代

 日本のエコツーリズム

1990年代後半

 ニューツーリズム
2000年代

 2002年国連「エコツーリズ
ム元年」（持続可能な観光は
成功例）

 2008年観光庁

 リスポンシブルツーリズム

 SDGｓ



4-2．環境の変化による観光の変化
コロナ後はそれ以前に比べて大きく変化してきた。
（出所：トラベルボイス2025年07月11日）

• 団体客が激減した → 個人客が増加

• 日本人でも、経済格差が拡がってきた

→ 旅行に行かない人が増えた

• 日本人でも、高い経験値をもつ人々が増えてきた
→ リピーターが増加

• 世界的な富裕層が来日するようになった
→ インバウンドも2極化が進んでいる

• ホスピタリティ産業の低賃金が問題となってきた
→ 若者が就職しない

• 人手不足が回避できなくなってきた
→ 客がいても営業できない

• 人気地域ではオーバーツーリズムが問題となってきた
→ 対応が課題



4-4．観光の対象の変化と観光資源の評価

・(財)日本交通公社が開発した手法がある（初期の観光に
対応）。観光資源を「特A級」「A級」「B級」および「C

級」の4ランクに格付け

特A級・・・わが国を代表する資源でかつ世界にも誇示し

得るもの。

A級・・・特A級に準じ、その誘致力は全国的で観光重点

地域の原動力として重要な役割を持つもの

B級・・・地方スケールの誘致力を持ち、地方のイメージ

構成の基調となりうるもの

C級・・・主として県民および周辺地域住民の観光利用に

供するもの



４-5．新しい観光の動き（3要素＋シーン・ヒト）
旅行素材の基本

旅行素材 素材の要素 素材の具体例

季節や土地の味覚 秋の松茸、北海道のカニ、フランスのエスカルゴなど

食事場所 海辺のレストラン、ライブ音楽の楽しめるレストランなど

目的地までの移動交通 航空機、鉄道、船舶、バス、レンタカーなど

訪問地での観光交通 定期観光バス、観光船、ロープウエイ、レンタカーなど

国内 旅館、ホテル、ペンション、国民宿舎など

海外 シティーホテル、リゾートホテル、湖上ホテル、B&Bなど

見学、鑑賞施設（ハード） 名所・旧跡（神社・仏閣、城など）、自然、テーマパークなど

体験、経験（ソフト） コンサート、スポーツ観戦、ハイキングなど

ヒト
（人的サービス）

コミュニケーション、ホスピ
タリティー

添乗員、ガイド、現地係員など

アゴ
（食事）

アシ
（交通機関）

マクラ
（宿泊施設）

シーン
（場面・場所）



５．観光の新しい動きや事業形態
（１）変なホテル

（２）民泊、Airbnb

（３）ワーケーション

（４）おてつたび

（５）帰るたび

（６）デジタルノマド

（７）2拠点居住

（８）クルーズ

（９）分散型ホテル（アルベルゴ・ディフーゾ）

（10）メディカル・ツーリズム

（11）IR（統合型リゾート）

（12）Online Travel Agent(OTA)



（１）変なホテル
迫力満点！
巨大恐竜ロボットがお出迎え

恐竜や忍者、侍もしくは執事が現る
光のホログラムフロント

流暢な言葉遣い、細やかな仕草や
表情が驚くほどリアルな、人間ロ
ボット

まるで魔法のよう！？服がよみがえる
ロボットクリーニング「LGスタイラー」



（１）変なホテル

【天王寺動物園110周年記念】アニマル
ルーム＜無料で朝食・おやつ＆アル
コール・ドリンク付きのラウンジ利用
可能＞

変なホテルオリジナルグッズ付き！
「大阪・関西万博」ミャクミャクコ
ラボルーム！

出所：変なホテルHP



（２）民泊、Airbnb

Airbnbのしくみ
１．シェアで成り立つコミュニティ

２．プロフィール
泊める方も泊まる方もひとりとして同

じ人はいません。→お部屋をシェアする
前にホストとゲストは、相手のAirbnbの
プロフィールを見てお互いについて確か
める。



（３）ワーケーション （出所：観光庁HP）



（４）おてつたび（出所：株式会社 おてつたびHP）



（５）帰る旅

出所：じゃらんリサーチセンター（株式会社リクルート）・一般社団法人 雪国観光圏HP





（６）デジタルノマド
①定義
デジタルノマドは、場所にとらわれない自由な働き方をする旅
行者長期滞在し、その地域の新たな住人ともいえる

出所：トラベルボイス



②デジタルノマドビザ
デジタルノマドで滞在するには「査証（ビザ）」滞在許可証が
必要



③デジタルノマドの人物像
出所：トラベルボイス 「スロマド」（slomad）の人物像

世界的な旅行ガイド「ロンリープラネット」とイスラエ
ルの「ファイバ社」の調査結果から示された人物像一般的なデジタルノマド



④デジタルノマドの市場規模
世界で3500万人



（７）2拠点居住
①定義

出所：国土交通省HP



（８）クルーズ 出所：国土交通省

 2024年のクルーズ船
の寄港回数

➢ 2,479回（コロナ前の
約85％）

➢ うち外国船社クルーズ
船 1,923回

訪日クルーズ旅客数

➢ 143.8万人（コロナ
前の約57％）

出所：（一）日本外航客船協会



④．分散型ホテル（アルベルゴ・ディフーゾ）

イタリア発祥の取り組み
「アルベルゴ・ディフー
ゾ（AD）」

（出所：日本経済新聞2018年6月14日）



④分散型ホテル
岡山県矢掛町

矢掛屋本館
（チェックインカ
ウンター）

矢掛屋温浴別館

妻入り五軒並び（町並み）



⑤－1 メディカル・ツーリズムの現
状

世界観光機関（UNWTO）による定義

「メディカル・ツーリズムは歯科治療や美容整
形などの軽度な治療から、がん治療および心臓
バイパス手術など高度な手術を含み、海外へ病
気を治療しに行くこと」

⇒観光（ツーリズム）という説明は含まれてい
ない



⑤-2 メディカル・ツーリズムの背景

・人はなぜ、治療を受けるために国境を
超えるのか

・発生要因は3つ。

①コスト（治療にかかる費用）、②アク
セス（治療にかかりやすさ）、③医療の
質（治 療の技術）の３つの指標

・・・そのいずれかが欠けた場合にメ
ディカル・ツーリストになる



⑤-2．メディカル・ツーリズムの発展の背景

・各国の医療制度の問題以外に、

①インターネットの普及

②テクノロジーの発達による医療技術の発
展

③リーズナブルなコスト

④医療へのアクセス改善

⑤経済発展による富裕層の増加

⑥人口構造の変化に伴う長寿・高齢化

⑦患者の考え方の変化による観光の付加

⑧ロー・コスト・キャリア（LCC）の登場
による移動コストの減少、など。



（９）IR（カジノを含む統合型リゾート）

出所：大阪府HP イメージ図

咲洲

舞洲



（10）ＯＴＡ（Online Travel Agent）
旅行会社

世界の主要旅行会社の取扱額（2023）（出所：Reinforz Insight）

ランキング 企業名 所在国 決算期 (決算期) 時価総額（億円）

1 Booking Holdings Inc アメリカ 2022/12 147,633

2 Airbnb Inc アメリカ 2022/12 128,287

3 Trip.com Group Ltd 中国 2022/12 34,863

4 Expedia Group Inc アメリカ 2022/12 23,605

5 Indian Railway Catering And Tourism Corp Ltd インド 2023/03 8,273

6 Tongcheng Travel Holdings Ltd 中国 2022/12 7,322

7 MakeMyTrip Ltd インド 2023/03 4,070

8 TripAdvisor Inc アメリカ 2022/12 3,415

9 Webjet Ltd オーストラリア 2023/03 2,685

10 Easy Trip Planners Ltd インド 2023/03 1,170

2023年8月9日の為替レートで換算



≪観光に関わる最新情報の一つ≫
グーグルとAI

https://www.travelvoice.jp/20251120-

158777?media=tvm

 グーグル（Google）は2025年11月17日、AIと検索を連携させた複数の新しい旅
行機能を発表し、航空券とホテルの予約を代行するAIエージェントを開発中であ
ることを明らかにした。同社の目標は、AIモードを通じて旅行計画と予約のハブ
になることだ。

 グーグルはブログ記事で、「探しているものを説明するだけで、さまざまな航空
券やホテルを比較し、スケジュール、価格、客室の写真、アメニティ、レビュー
を閲覧できます。その後、選択肢を絞り込み、準備ができたら、選択したパート
ナーとすぐに予約を完了できます」と説明している。

https://www.travelvoice.jp/20251120-158777?media=tvm


４．観光のこれから・・・責任
ある観光
2017年の国連による「持続可能な開発目標」（SDG

ｓ＝Sustainable Development Goals、通称：グ
ローバル・ゴールズ）

 国連の掲げる17の持続可能な開発目標のうち、観光産業は3

目標(目標8、12、14)の中で取り上げられている。文化や歴史
的・文化的遺産、自然環境の保護を可能にしながら地域の雇
用や収入を生み出し、持続可能な発展のための重要な推進力
となることが期待されている。

 目標8：継続的、包括的かつ持続可能な経済成長、すべての人
に対する完全かつ生産的な雇用と適切な雇用の促進

 目標12：持続可能な消費および生産形態の確保

 目標14：持続可能な開発のための海洋、海浜および海洋資源
の保存および持続的な活用



まとめ

 えびの市にとっては、関係人口・交流人口を増やしながら楽しいまちになるよう
に努力を続けていく必要があります。えびのの魅力を伝えながらまちでの消費を
増やすことが重要です。

 SDGsは2030年を目標に世界的に指標として掲げられていますが、その先の目標
は「SWGs=Sustainable Well-Being Goals:持続可能な幸福目標）が有力視されて
います。

 違いは、SDGsは「持続可能な開発」に重点を置いているのに対して、SWGsは
「持続可能な幸福」をより追求するコンセプトです。身体的、精神的、社会的な
良好な状態を指す「ウェルビーイング」を軸に、健康、心の充足、人間関係、コ
ミュニティのつながりなどを評価対象とします。環境保護を人間の幸福とつなげ、
社会全体の健康に取り組む形となります。

 えびの市の「観光計画」では、「ウェルネスツーリズム」を掲げていますので、
SDGs、SWGsともに観光においては同じ方向性で進んでいます。


